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令和５年度シラバス（　地理歴史　）　　　　　　　　学番（４６）　新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

高等学校　改訂版　日本史A　人・くらし・未来（第一学習社）

授業の取り組み

レポート

定期考査

授業の取り組み

レポート

定期考査

授業の取り組み

レポート

定期考査

・我が国の近現代史の展開を、世界史と絡めつつ、史料等を活用しながら総合的に考察する。

・我が国の近現代の歴史と文化の特色についての認識を深める。

・歴史的思考力を培い、21世紀の国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

１　学習目標

２　指導の重点

プロムナード日本史（浜島書店）

地理歴史（　日本史A　） 単位数 ２単位 学年（コース）
3学年（地ビ）

選択必修

4
近代の日本と世界

1

近代の日本と世界 ・第一次世界大戦と日本

定期考査

6

授業の取り組み

レポート

定期考査

6

1

1

2

現代の日本と世界

両大戦をめぐる

国際情勢

・ペリー来航以降、自由貿易体制に組み込まれた我が国の近現代史を、世界史と絡めて学習する。

・史料の活用を通して、歴史的な思考力を培い、自分の意見を発表できる力を養う。

３　学習計画

月 単元名 学習活動（指導内容） 時間 評価方法教材

私たちの時代と歴史

1

近代国家の形成と

国際関係の推移

・近代国家の形成

授業の取り組み

レポート

定期考査

・開国と幕末の動乱

定期考査

・国際関係の推移と近代産業の発展
4

4

3

・第二次世界大戦と日本

1

近代の日本と世界
4

1

定期考査 1

近代の日本と世界 近代国家の形成と

国際関係の推移

・近代への胎動
6

両大戦をめぐる

国際情勢

現代の世界と日本 ・日本の再出発

・独立後の政治と経済の発展 4

6
・現代の日本と世界現代の世界と日本

定期考査



2

3

3

6　担当者からの一言

　日本史Aは、ペリー来航以降の日本の近現代史を学習します。現代の日本がどのような道をたどって形成されたかを、先人の

努力と成功と失敗を通して学びます。現代の日本の見方が変わります。

授業の取り組み

レポート

定期考査

現代の日本と世界

５　評価規準と評価方法

評価は次の観点から行います。

４　課題・提出物等
計64時間（55分授業）

・単元ごとに授業ワークシートや課題の提出があります。

・テーマに沿ってレポートを作成することがあります。

以上の観点をふまえて、下記を総合的に判断して評価を行う。

①定期考査

②ノート、レポートなどの提出物

③授業への取り組み（出欠状況も含む）

定期考査
1

現代の日本と世界 2現代の世界と日本 ・経済の発展と国民生活の変化 授業の取り組み

レポート

定期考査2

（関心・意欲・態度） （思考・判断・表現） （技能） （知識・理解）

　歴史的事象に関心を持ち、す

すんで学ぼうとする意欲の下

に、積極的に知識を得ようとい

う態度が身についている。

　物事を歴史的に考え、複合的

に判断することができる。現代

の事象について、背景となる歴

史を踏まえて理解し説明でき

る。

　関連史料や資料を読み取り、

歴史的事象の意味や内容、その

背景などについて考察する技能

を高めようとしている。

　歴史の流れと基本的な知

識を身につけている。なぜ

そのようになったかを、背

景を含めて理解している。

・現代の日本と世界現代の世界と日本


